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緒お

立た
て
遺
跡　

西
区
黒
鳥
・
緒
立
流
通
一
丁
目
・
緒
立
流
通
二
丁
目

　

緒
立
遺
跡
は
西
川
右
岸
、
低
地
帯
の
中
の
小
砂
丘
上
に
あ
る
。
遺
跡
の
推

定
範
囲
は
東
西
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
、
面
積

は
近
く
に
あ
る
的
場
遺
跡
（
一
三
六
ペ
ー
ジ
）
の
約
四
倍
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
に
何
度
も
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
中
世
ま
で
断
続
的

に
営
ま
れ
た
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
弥
生
時
代
と

図183　遺跡の位置
５万分１地形図「内野」図184　穴が開けられた

人骨　焼かれている　左
上の長さ4.1センチメート
ル

古
墳
時
代
に
つ
い
て
記
す
。

　

弥
生
時
代
で
は
、
墓
地
と
推
定
さ
れ
る
場
所
か
ら
数
千
点
を
超
え

る
焼
け
た
人
骨
片
が
見
つ
か
っ
た
。
弥
生
時
代
前
期
か
ら
中
期
（
約

二
三
〇
〇
〜
二
〇
〇
〇
年
前
）の
も
の
と
考
え
ら
れ
、分
析
の
結
果
、

成
長
期
に
犬
歯
な
ど
を
抜
く
「
抜
歯
」
の
風
習
が
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。
ま
た
、
人
骨
の
破
片
に
は
、
穴
の
開
け
ら
れ
て
い
る
も
の

も
あ
っ
た
。
穴
に
紐ひ

も

を
通
し
て
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
の
よ
う
に
身
に
付
け
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
骨
の
ペ
ン

ダ
ン
ト
は
、
護
符
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

緒
立
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
弥
生
時
代
前
・
中
期
の
土
器
は
、
縄
文
時
代
の
伝
統
を
引
く
沈
線
模
様
（
変
形
工

字
文
な
ど
）
と
縄
文
が
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
大
半
で
あ
り
、「
緒
立
式
土
器
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
緒
立
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式
土
器
は
東
北
地
方
中
・
北
部
の
土
器
と
類
似
点
が
多
く
、
弥
生
時
代
に
な
っ
て
、
東
北
地
方
か
ら
新
た
な
土

器
作
り
の
技
術
が
伝
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
縄
文
が
な
い
東
海
地
方
や
北
陸
地
方
の
系
統

の
土
器
は
わ
ず
か
し
か
出
土
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
地
域
の
縄
文
土
器
か
ら
弥
生
土
器
へ
の
変
化
は
、
東
北
地
方

の
影
響
を
受
け
な
が
ら
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
緒
立
遺
跡
は
弥
生
時
代
後
期
に
は
、
い
っ
た
ん
途
絶
え
る
。

図185　緒立式土器　右端の高さ40.4センチメートル
　

古
墳
時
代
前
期
（
三
世
紀
中
ご
ろ
〜
四
世
紀
初
頭
）、
再
び
集
落
が
形

成
さ
れ
、
遺
跡
の
中
央
に
は
緒
立
八
幡
神
社
古
墳
が
築
か
れ
る
。
古
墳
の

上
に
は
現
在
、
緒
立
八
幡
宮
が
建
っ
て
い
る
。
古
墳
は
、
墳
丘
の
斜
面
が

石
で
覆
わ
れ
た
直
径
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
、前
期
の
古
墳
で
あ
る
。

墳
丘
の
斜
面
を
覆
う
石
は
乱
雑
に
並
べ
た
の
で
は
な
く
、
一
定
の
規
則
に

従
っ
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
墳
丘
の
裾す

そ

部
に
弧
状
に
大
形
の
石
を

並
べ
、
次
に
そ
こ
か
ら
墳
丘
中
心
部
に
向
か
っ
て
放
射
状
に
や
や
大
形
の

石
を
並
べ
て
区
画
を
作
り
、
最
後
に
区
画
の
中
を
充

じ
ゅ
う

填て
ん

す
る
よ
う
に
石
を

並
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
石
の
並
べ
方
は
近
畿
地
方
の
古
墳
に
も
見
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
墳
丘
の
斜
面
を
覆
っ
た
石
に
は
、
古
墳
を
荘
厳
に
際

立
た
せ
る
効
果
が
あ
っ
た
。

　

遺
体
が
葬
ら
れ
た
埋
葬
部
分
は
、
八
幡
宮
の
社
殿
の
下
に
位
置
し
て
お
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り
調
査
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、遺
体
と
一
緒
に
埋
葬
さ
れ
た
副
葬
品
に
つ
い
て
も
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
が
、

本
殿
の
わ
き
か
ら
出
土
し
た
大
形
の
壺つ

ぼ

は
、
口
縁
部
を
除
き
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
古
墳

に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
緒
立
八
幡
神
社
古
墳
は
、
信
濃
川
下
流
域
の
低
地
帯
に
築
か
れ
た
唯
一
の

古
墳
で
あ
り
、
被
葬
者
は
周
辺
の
水
上
交
通
を
掌
握
し
た
首
長
で
あ
ろ
う
。

図186　緒立八幡神社古墳の葺き石　昭和56年調査
　

緒
立
遺
跡
は
、
古
墳
の
あ
る
緒
立
八
幡
宮
境
内
と
隣
接
地
の
計

約
五
三
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
が
県
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
縄
文
時
代
晩
期
〜
弥
生
時
代
中
期
と
古
墳
時
代
前
期
の
土

器
は
、
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

図187　本殿わきから出土した壺
口縁部が失われている　胴部直径
約41センチメートル


